
看
工
農
連
携
に
よ
る
認
知
症
研
究
の
体
制
構
築
・
実
践
と
境
界
領
域
の
融
合
戦
略

島
根
大
学
、
奥
出
雲
薔
薇
園
、
介
護
老
人
保
健
施
設
も
く
も
く

看
護
学
中
心
に
ケ
ア
改
善

認
知
症
高
齢
者
が
自
分
史
を

語
る

　
島
根
大
学
が
認
知
症
高
齢
者

ケ
ア
改
善
で
看
護
学
を
中
心
に

据
え
、

看
農
連
携

看
工
連

携

と
い
う
新
し
い
活
動
を
実

践
し
た
。
農
業
と
の
連
携
は
、

地
元
企
業
が
開
発
し
た
バ
ラ
の

香
り
で
、
入
浴
中
の
高
齢
者
の

気
分
を
穏
や
か
に
す
る
効
果
を

確
認
。
工
学
と
の
連
携
は
介
護

老
人
保
健
施
設
で
、
認
知
症
ケ

ア
に
使
え
る
簡
単
な
「
自
分

史
」
作
成
ソ
フ
ト
の
開
発
を
進

め
て
い
る
。

　
一
般
に
医
学
部
で
は
、
医
学

科
で
医
工
連
携
が
進
ん
で
い
る

の
に
対
し
て
看
護
学
科
は
現
場

最
優
先
の
意
識
が
強
い
。
研

究
、
そ
れ
も
他
分
野
と
協
力
す

る
場
面
は
こ
れ
ま
で
少
な
か
っ

た
。
島
根
大
の
医
学
系
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
こ
の
意
識
改

革
に
取
り
組
ん
だ
。

　
最
初
は
看
護
教
員
会
議
に

合
わ
せ
て
工
学
の
若
手
教
員

が
福
祉
機
器
技
術
を
説
明
。

看
護
の
負
担
減
と
質
向
上
に

貢
献
す
る
技
術
の
必
要
性
を

伝
え
た
。
そ
の
後
の
講
演
会

で
地
域
と
つ
な
が
り
、
一
見

地
味
だ
が
看
護
現
場
で
役
に

立
つ
新
た
な
連
携
を
実
現
し

た
。
看
護
系
の
大
学
や
学
部
は

全
国
で
も
多
い
だ
け
に
、
広
が

り
が
期
待
さ
れ
る
。

第７回モノづくり連携大賞社会ニーズに応えるオープンイノベーションを掲げて

市場創出に大きな期待

小宮山　宏氏審査委員会委員長三菱総合研究所理事長審査講評
　
今
回
は
全
体
的
に
、
連
携
の

形
と
技
術
の
魅
力
だ
け
で
な

く
、
市
場
創
出
の
期
待
が
で
き

る
案
件
が
増
え
て
き
た
と
実
感

し
て
い
る
。
実
現
ま
で
の
時
間

に
差
は
あ
る
も
の
の
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
と
期
待

で
き
る
案
件
が
応
募
件
数
の
わ

り
に
目
立
ち
、
選
ぶ
の
に
苦
労

し
た
。
特
に
上
位
３
件
で
、
そ

れ
ぞ
れ
タ
イ
プ
の

違
う
も
の
を
選
べ

た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
る
。

　
大
賞
は
中
小
企

業
が
戦
略
的
に
関

与
す
る
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
で
、
こ

れ
か
ら
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
重

要
技
術
を
扱
っ
て
い
る
。
生
活

支
援
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
日
本
で

は
安
全
性
重
視
で
進
展
ス
ピ
ー

ド
が
遅
い
が
、
欧
州
な
ど
の
視

線
は
熱
い
分
野
で
あ
り
、
導
入

加
速
に
期
待
し
た
い
。

　
日
刊
工
業
新
聞
社
賞
の
一
つ

は
、
古
典
的
で
は
あ
る
が
産
と

学
の
し
っ
か
り
し
た
連
携
で
、

す
で
に
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
見

え
て
い
る
自
動
車
の
Ｃ
Ｖ
Ｔ
で

効
率
を
高
め
た
取
り
組
み
だ
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
再
生
医
療

と
い
う
次
世
代
の
医
療
技
術
に

関
す
る
も
の
で
、
将
来
の
市
場

展
開
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　
独
創
的
な
産
学
連
携
モ
デ
ル
を
表
彰
す
る
「
第
７
回
モ
ノ
づ
く
り
連
携
大
賞
」

日
刊

工
業
新
聞
社
主
催

で
、
応
募

件
の
中
か
ら
７
件
が
入
賞
と
な
っ
た
。
産
学
連
携
の
仕

組
み
や
技
術
に
加
え
、
市
場
性
や
社
会
貢
献
度
な
ど
の
項
目
で
審
査
委
員
会
が
議
論
・
採

点
し
、
総
合
評
価
し
た
。
特
段
の
工
夫
や
魅
力
が
あ
る
案
件
も
、
特
別
賞
と
し
て
取
り
上

げ
て
注
目
し
た
。
入
賞
案
件
は
全
国
の
産
学
連
携
活
動
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
日
本
の
多
機

関
が
参
考
に
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

モ
ノ
づ
く
り
連
携
大
賞

３軸触覚センサの開発と大学発ベンチャー起業
東
京
大
学
、
佐
竹
製
作
所
、
タ
ッ
チ
エ
ン
ス

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
技
術
を
生
か
す
新
モ
デ
ル

ＭＥＭＳ技術を用いた「３軸触覚センサチップ

　
東
京
大
学
と
中
小
企
業
の

佐
竹
製
作
所
が
連
携
し
、
微

小
電
気
機
械
シ
ス
テ
ム

Ｍ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

技
術
を
使
っ
た
３

軸
触
覚
セ
ン
サ
ー
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業

Ｖ
Ｂ

「
タ
ッ

チ
エ
ン
ス
」
を
起
業
し
た
。

優
れ
た
大
学
の
技
術
と
、
下

請
け
型
か
ら
開
発
型
へ
の
転

換
に
動
く
中
小
企
業
の
意
欲

に
よ
り
、
資
本
や
設
備
、
人

材
な
ど
資
源
を
出
し
合
っ
て

大
学
発
Ｖ
Ｂ
を
運
営
す
る
と

い
う
新
し
い
モ
デ
ル
を
示
し

た
。
技
術
は
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ

ト
開
発
に
貢
献
す
る
も
の

で
、
事
業
展
開
へ
の
期
待
も

大
き
く
、
大
賞
受
賞
と
な
っ

た
。

　
技
術
シ
ー
ズ
は
東
大
下
山

勲
研
究
室
で
開
発
さ
れ
た
ピ

エ
ゾ
抵
抗
カ
ン
チ
レ
バ
ー

だ
。
同
研
究
室
を
中
心
に
、

科
学
技
術
振
興
機
構

Ｊ
Ｓ

Ｔ

の
若
手
研
究
者
ベ
ン
チ

ャ
ー
創
出
推
進
事
業
で
の
研

究
開
発
が
動
い
て
い
た
。

　
一
方
、
金
属
加
工
メ
ー
カ

ー
で
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
を
扱
う

佐
竹
製
作
所
は
、
認
識
・
制

御
の
技
術
シ
ー
ズ
を
求
め
て

い
た
。
２
０
１
０
年
４
月
に

東
京
大
学
Ｔ
Ｌ
Ｏ
か
ら
柔
軟

触
覚
セ
ン
サ
ー
の
技
術
移
転

を
受
け
、
「
シ
ョ
ッ
カ
ク
キ

ュ
ー
ブ
」
の
開
発
・
試
作
販

売
に
進
ん
で
い
た
。

　
こ
の
産
と
学
が
東
大
Ｔ
Ｌ

Ｏ
の
仲
介
で

年
９
月
に
顔

を
合
わ
せ
た
。
両
者
共
に
単

独
の
資
金
や
技
術
・
知
識
で

は
事
業
化
は
難
し
い
が
、
双

方
の
資
源
を
合
わ
せ
て
進
展

さ
せ
ら
れ
る
と
判
断
。
Ｊ
Ｓ

Ｔ
事
業
最
終
年
度
の

年
４

月
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
形

の
大
学
発
Ｖ
Ｂ
「
タ
ッ
チ
エ

ン
ス
」
の
起
業
を
実
現
し

た
。

　
出
資
は
東
大
の
研
究
者
、

佐
竹
製
作
所
の
経
営
陣
と
法

人
が
行
っ
た
。
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
資
本
性
ロ
ー
ン

融
資

を
受
け
た
の
も
ユ

ニ
ー
ク
だ
。
佐
竹
製
作
所
か

ら
設
備
と
技
術
者
の
移
管
・

移
籍
も
行
っ
て
、
体
制
を
整

え
た
。

　
技
術
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
医
療

機
器
の
腕
部
分
で
、
モ
ノ
が

滑
り
落
ち
な
い
よ
う
に
制
御

す
る
た
め
の
、
水
平
方
向
の

力
の
セ
ン
サ
ー
だ
。
海
外
市

場
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
、
日

本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
展
開

の
武
器
と
な
り
そ
う
だ
。

次
世
代
の
電
磁
力
応
用
技
術
開
発
を
目
指
す
産
学
官
連
携
拠
点
の
構
築

大
分
県
内
外
２
０
超
機
関
集
結

大
分
県
産
業
創
造
機
構
、
大
分
大
学
、
同
志
社
大
学
、
茨
城
大
学
、
群
馬
大
学
、
宮
崎
大
学
、
岐

阜
大
学
、
埼
玉
大
学
、
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
、
安
川
電
機
、
サ
イ
メ
ッ
ク
ス
、
日
立
産
機
シ

ス
テ
ム
、
ニ
ッ
セ
イ
、
デ
ル
タ
工
業
、
デ
ル
タ
ツ
ー
リ
ン
グ
、
石
井
工
作
研
究
所
、
西
日
本
電

線
、
二
豊
鉄
工
所
、
前
川
製
作
所
、
ミ
ュ
ー
テ
ッ
ク
、
フ
ォ
ト
ン
、
イ
ー
エ
イ
ジ
ッ
ト
、
サ
ン
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
大
分
県
商
工
労
働
部
産
業
集
積
推
進
室
、
大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
多
機
関
が
参
加
す
る
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
が
全
国
各
地
で
活
発

だ
が
、
参
加
機
関
の
狙
い
や
意

識
の
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ろ
え
る
こ

と
は
簡
単
で
は
な
い
。
大
分
県

産
業
創
造
機
構
を
中
心
に
大
分

県
内
外

超
の
機
関
で
取
り
組

ん
だ
、
モ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
電
磁
力
応
用
技
術
開
発

は
、
そ
の
意
味
で
高
い
関
心
を

持
た
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
地
域
結
集
型
研
究

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
や
、

電
磁
応
用
の
技
術
研
究
会
な
ど

が
活
動
の
場
と
な
っ
た
。
省
エ

ネ
・
高
効
率
型
の
電
磁
力
応
用

機
器
開
発
は
市
場
が
大
き
く
、

多
様
な
展
開
に
参
加
機
関
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
産
業
ロ
ボ
ッ
ト

用
モ
ー
タ
ー
や
、
ア
モ
ル
フ
ァ

ス
金
属
に
よ
る
モ
ー
タ
ー
の
高

速
・
効
率
化
、
高
機
能
の
磁
気

歯
車
、
新
磁
気
ダ
ン
パ
ー
な
ど

多
数
の
成
果
が
出
て
き
て
い

る
。

　
技
術
移
転
で
も
ベ
ク
ト
ル
磁

気
の
装
置
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が

実
用
化
さ
れ
た
。
成
果
普
及
の

た
め
、
県
内
企
業
５
０
０
社
を

訪
問
し
た
と
い
う
熱
意
も
目
を

引
い
た
。

手
書
き
文
字
認
識
技
術
の
事
業
化

ス
マ
ホ
向
け
に
技
術
転
換

ア
イ
ラ
ボ
、
東
京
農
工
大
学

中
川
研
究

室
、産
官
学
連
携
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
、

ポ
ト
ス
、
ア
イ
サ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
東
京
農
工
大
学
で
開
発
さ
れ

た
高
度
な
手
書
き
文
字
認
識
技

術
を
、
業
務
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電
話
用
に
転
換

し
て
使
用
す
る
う
え
で
、
産
学

の
協
力
が
威
力
を
発
揮
し
た
事

例
だ
。
文
字
認
識
エ
ン
ジ
ン
の

改
良
を
ポ
ト
ス
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
商
品
化
を
ア
イ
サ
ン

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
担
当
し
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ

ー
創
出
推
進
事
業
を
経
て
、
大

学
発
Ｖ
Ｂ
の
「
ア
イ
ラ
ボ
」
も

設
立
し
て
い
る
。
事
業
化
に
近

づ
く
に
つ
れ
重
要
性
が
増
し
た

契
約
や
法
務
な
ど
の
支
援
は
、

学
内
の
産
学
官
連
携
・
知
的
財

産
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た
。

　
自
由
筆
記
の
文
字
認
識
率
は

他
社
技
術
で
は

％
の
と
こ

ろ
、
東
京
農
工
大
グ

ル
ー
プ
で
は

％
を

達
成
。
多
く
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
標
準

装
備
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
ほ
か

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
や
大
手
塾
の
自
習

シ
ス
テ
ム
、
生
命
保

険
会
社
の
営
業
担
当

者
端
末
な
ど
で
販
売

実
績
が
出
て
き
て
い

る
。

「
地
縁
」
の
あ
る
大
手
企
業
と
の
戦
略
的
連
携
に
よ
る
、
県
内
へ
の
炭
素
繊
維
加
工
拠
点
の
育
成

オ
ー
ル
愛
媛
の
取
り
組
み

炭
素
繊
維
製
ダ
ー
ツ
用
シ
ャ

フ
ト

コ
ス
モ
精
機
提
供

愛
媛
県

経
済
労
働
部
、
産
業
技
術
研
究
所

、
東
レ

愛
媛
工
場
、

複
合
材
料
研
究
所

、
愛
媛
大
学
社
会
連
携
推
進
機
構
、
工
学
部
、

愛
媛
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
等

　
東
レ
の
愛
媛
工
場
が
生
産
す

る
炭
素
繊
維
に
対
し
、
地
元
地

域
を
そ
の
加
工
拠
点
に
し
よ
う

と
、
愛
媛
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
な
ど
関
係
団
体
が
積
極
的

に
動
い
た
オ
ー
ル
愛
媛
の
取

り
組
み
だ
。
大
企
業
の
先
端
技

術
で
、
大
企
業
の
事
業
に
は
向

か
な
い
ニ
ッ
チ
用
途
開
発
を
地

域
で
横
展
開
し
、
県
内
企
業
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
点
が
特

徴
だ
。
最
初
の
製
品
と
し
て
ゲ

ー
ム
の
ダ
ー
ツ
の
シ
ャ
フ
ト
を

実
用
化
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
炭
素
繊
維
を
生

産
す
る
東
レ
の
元
愛
媛
工
場
長

が
、
愛
媛
大
学
社
会
連
携
推
進

機
構
長
に
就
任
し
た
こ
と
だ
。

県
の
産
業
振
興
機
関
が
こ
れ
に

着
目
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
活
動
を
依
頼
。
愛
媛

大
の
研
究
者
も
巻
き
込
み
、
県

内
企
業
に
炭
素
繊
維
加
工
事
業

へ
の
参
入
を
働
き
か
け
た
。
中

小
企
業
が
無
料
で
使
え
る
工
房

の
開
設
や
、
研
究
開
発
資
金
の

助
成
で
、
多
面
的
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
た
。

　
ダ
ー
ツ
の
シ
ャ
フ
ト
の
ほ

か
、
樹
脂
金
型
技
術
や
タ
オ
ル

織
り
技
術
な
ど
、
中
小
企
業
の

強
み
を
生
か
し
た
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

再
生
医
療
の
産
業
化
と
世
界
普
及
に
向
け
た
細
胞
培
養
自
動
化
シ
ス
テ
ム
「
組
織
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の
開
発

細胞シートを自動作製する
「組織ファクトリー」内蔵ロボット

細胞シートの作製コスト低減

東
京
女
子
医
科
大
学
先
端
生
命
医
科
学
研
究
所
、

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
、
日
本
光
電
工
業

荻
野
記
念
研
究
所
、
日
立
製
作
所
中
央
研
究
所
、

エ
イ
ブ
ル
、
セ
ル
シ
ー
ド
、
澁
谷
工
業
、
科
学
技

術
振
興
機
構
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
岡
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
患
者
か
ら
採
取
し
た
細
胞
か

ら
、
細
胞
シ
ー
ト
を
全
自
動
で

作
製
す
る
シ
ス
テ
ム
を
、
東
京

女
子
医
科
大
学
先
端
生
命
医
科

学
研
究
所
の
岡
野
光
夫
所
長
を

中
心
と
す
る
２
大
学
５
社
グ
ル

ー
プ
で
開
発
し
た
。
細
胞
シ
ー

ト
を
患
部
に
貼
っ
て
臓
器
再
生

を
促
す
新
た
な
医
療
の
手
法

は
、
複
数
の
臨
床
試
験
が
進

ん
で
、
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
実
用
化
の
課
題
と
な
っ

て
い
た
コ
ス
ト
低
減
に
直
結

す
る
装
置
開
発
を
、
日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
力
を
集
結
し
て

行
っ
た
。

　
細
胞
シ
ー
ト
を
含
む
再
生

医
療
製
品
は
医
薬
品
の
品
質

管
理
基
準
に
沿
っ
た
特
別
な

施
設
や
管
理
で
の
作
業
に
加

え
、
細
胞
処
理
の
熟
練
作
業

者
が
必
要
な
た
め
、
コ
ス
ト

が
高
く
普
及
の
大
き
な
足
か
せ

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
組
織
か
ら
の
細

胞
単
離
、
細
胞
シ
ー
ト
作
製
、

シ
ー
ト
積
層
な
ど
各
工
程
を
一

貫
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、
高
品
質

か
つ
安
価
な
製
品
供
給
を
可
能

と
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
。
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
柔
軟
な
組
み
合
わ
せ
が
可

能
な
シ
ス
テ
ム
で
、
試
作
機
ま

で
こ
ぎ
着
け
て
い
る
。

　
東
京
女
子
医
大
が
中
心
と
な

り
、
培
養
工
程
の
自
動
化
は
大

阪
大
学
と
日
立
製
作
所
、
細
胞

シ
ー
ト
の
作
製
・
加
工
は
東
京

女
子
医
大
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
セ

ル
シ
ー
ド
と
エ
イ
ブ
ル
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
は
日
本
光
電
、
製
薬

製
造
施
設
は
澁
谷
工
業
に
役
割

分
担
し
た
。
大
型
の
最
先
端
研

究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｆ

Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
フ

ル
に
活
用
し
て
い
る
。

特　別　賞

受
賞
紹
介

主催：

日
刊
工
業
新
聞
社
賞

Ｃ
Ｏ
２
大
幅
削
減
に
貢
献
す
る
自
動
車
用
無
段
変
速
機
（
Ｃ
Ｖ
Ｔ
）
の
伝
達
効
率
向
上
技
術
の
開
発

高摩擦係数と耐摩耗性が両立す
るプーリ表面（ 今回 従来）

表面制御・油添加剤により燃費向上

東
京
工
業
大
学
、
岩
手
大
学
、
ジ
ヤ
ト
コ
、
出
光
興
産

　
自
動
車
用
Ｃ
Ｖ
Ｔ
の
ジ
ヤ
ト

コ
、
Ｃ
Ｖ
Ｔ
油
の
出
光
興
産
、

力
学
特
性
解
析
や
化
学
反
応
の

表
面
分
析
で
力
を
発
揮
し
た
東

京
工
業
大
学
、
岩
手
大
学
の
実

践
的
な
４
者
連
携
だ
。
Ｃ
Ｖ
Ｔ

の
摩
擦
係
数
を
高
め
て
燃
費
２

％
向
上
を
実
現
し
、
実
用
化
し

た
。

　
自
動
車
関
連
と
い
う
伝
統
的

な
分
野
の
産
学
連
携
だ
が
、
取

り
組
み
は
約

年
に
及
ん
だ
。

役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
上

で
、
社
会
へ
の
影
響
が
大
き
い

技
術
を
世
に
送
り
出
し
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。

　
燃
費
向
上
と
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
目
指
し
た

こ
の
取
り
組
み
の
技
術
は
大
き

く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
動
力
伝

達
部
の
表
面
性
状
の
制
御
だ
。

こ
の
部
分
は
燃
費
ア
ッ
プ
の
た

め
摩
擦
係
数
を
高
め
る
と
、
摩

耗
率
ア
ッ
プ
も
引
き
起
こ
す
難

し
さ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
表
面

粗
さ
の
管
理
で
克
服
で
き
る
こ

と
を
東
工
大
と
ジ
ヤ
ト
コ
で
見

い
だ
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
Ｃ
Ｖ
Ｔ
油
の

添
加
剤
に
よ
る
化
学
作
用
の
活

用
だ
。
出
光
興
産
と
岩
手
大

で
、
高
摩
擦
を
維
持
し
つ
つ
低

粘
度
化
で
き
る
Ｃ
Ｖ
Ｔ
油
を
開

発
。
今
年
５
月
に
発
売
と
な
っ

た
Ｃ
Ｖ
Ｔ
に
両
技
術
を
採
用
し

た
。

　
連
携
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
定

番
で
あ
る
が
、
成
熟
と
思
わ
れ

が
ち
な
研
究
テ
ー
マ
で
、
効
果

あ
る
燃
費
向
上
を
実
現
で
き
た

こ
と
は
、
ほ
か
の
連
携
活
動
グ

ル
ー
プ
の
刺
激
と
な
る
。
ジ
ヤ

ト
コ
は
Ｃ
Ｖ
Ｔ
で
世
界
シ
ェ
ア

５
割
超
の
た
め
、
大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
が
期
待
さ
れ
る
点

も
、
審
査
委
員
会
で
高
い
評
価

を
得
た
。

（ ） 【特別企画】 ２０１２年 平成２４年 １２月６日 木曜日 　　

詳しくはこちらから　……　


